して 妙に ぼやけた、 聞く だけで 咽喉の 詰まる ような、 

食欲 を 吹き飛ばす ような あの バナ— ルな 呼び声 も、 こ 

れは 幸いに さっぱり 聞かな くな つ てし まった。 

つ い 一 一三 年 前まで は 毎年 初夏に なると あの 感傷的な 

苗 売りの 声 を 聞いた ような 気がする。 「ナス ー ビノ — 

ナェ，^ -1 ァ、 キ ユウ リノ— ナ ェャ、 トォ— ガン、 ト ォ— 

ナス、 トォ— モロ — コシノ ー ナェ」 という、 長く ゆる 

やかに 引き延ばした ァダ ジォの 節回し を 聞いて いると 

眠い ような うら 悲しい ような やる せの ないような、 し 

かしまた 日本の 初夏の 自然に 特有な あらゆる 美し さの 

夢の 世界 を 眼前に 浮かばせる ような 気の する もので 



あった。 

h J れで 対照され て い いと 思う もの は 冬の 霜夜の 辻占 

売りの 声であった。 明治 三十 五 年 ごろ 病気に なった 妻 

まんごう 

を 国へ 帰して ひとりで 本郷 五丁目の 下宿の 一 一階に 暮ら 

していた ころ、 ほとんど 毎夜の ように 窓の 下の 路地 を 

通る 「花の たより、 恋の つじ ー うら」 という 妙に 澄み 

切った 美しく 物 さびしい 呼び声 を 聞いた。 その 声が 寒 

い 星空に 突き抜ける ような 気がした。 声の 主 は 年の 行 

かない 女の子ら しかった。 それの 通る 時刻と 前後して 

隣の 下宿の 門の 開く 鈴 音が し て 、 やが て 窓 の 下から 自 

分 を 呼びかける 同郷の 悪友 T と M の 声が した もので あ 



コトヒ —ラ ー ァョ。 (休)。 マツ シ ー マ ー ァ、 カデ ン— 

ノ ー ォ ー、 セン キ ー ン— ン タン」 という ふうに 全く 同 

じ 四拍子 アンダンテの 旋律 を 繰り返しながら、 だんだ 

んに 薬の 効能書き を 歌って 行く ので ある。 「その また 

せんき せんしゃ くむね つか 

薬の 効能 は、 疝気疝 癩胸痞 え」 まで は 覚えて いるが そ 

の 先 は 忘れて しまった。 

子供ら はこの 薬 売りの 人間 を 「ホン ケ」 と 呼んで い 

た。 「ホン ケが 来た ホン ケが 来た」 と 言って 駆け出し 

て 行って は、 この 「ホン ケ」 を 取り巻いて、 そうして 

口々 に 「ホン ケ、 ォ ー セ、 ォ— セ」 と 言って ねだった 

r ォ— セ」 は 「ちょうだい」 という 意味で あるが、 ここ 



からす まる 

烏 丸 枇杷 葉 湯と 書いた 一 対の 細長い 箱 を 振り分けに 

肩に かついで 「ホン ケ—、 カラス マル、 ビヮョ ー ォ— 

ト—」 と 終わりの 「ョ —， ^-—」 を 長く 清らかに 引いて、 

呼び 歩いて いたよう にも 思う し、 また 木陰な どに 荷 を 

おろして 往来の 人に 呼びかけて いたよう にも 思う。 そ 

の 声が 妙に 涼しい ようで も あり、 また 暑い ようで も 

あった。 しかし その 枇杷 葉 湯が いったい どんな もの だ 

か、 味わった こと はもち ろん 見た こと もなかった。 そ 

のころ もうす でに 大衆性 を 失って しまって、 ただ わ 

ず かに 過去の 惰性の なごり をと どめて いたので はない 

ふかが わ 

かと 思われる。 東京で 震災 前まで は 深 川 へんで 見かけ 



かした 粒が ぼつぼつと 並べて 植え付け てあつた。 ちょ 

うど 栗の いがのよ うだ と言うので 「いが 餅」 と 名 づけ 

たもの らしい。 「カェ チョウ」 の 意味 は 自分に はわ か 

ら ない。 このはかない 行商の 一 人に 頭蓋骨の 異常に 大 

きな 福助の ような 子が いた。 だれかが 試みに 一 銭 銅貨 

て，；； -ぶ うせ， リ 

と 天 保 銭 を 出して、 どちらで もい いほう を 取れと 言つ 

たら は つ きりと 天 保 銭 を 選んだ というう わさが あ つ た。 

また、 その 生きて いる 頭蓋骨 をと つくに どこかの 病院 

に 百 円と かで 売って あるの だとい う 話 もあった。 

七味 唐辛子 を 売り歩く 男で、 頭に は 高く とがった 

えんすいけい 

円錐形の 帽子 を かぶり、 身に はまつ かな 唐人 服 を まと 



い、 そうして ほとんど 等身大の 唐辛子の 形 をした 張り 

抜き を ひもで 肩に つるして 小 わきに かかえ、 そうして 

「ト— ン、 ト ー オン、 トン ガ ラシ ノコ— (休)、 ヒリ ヒ 

リカ ライ ノガ、 サン ショ ノコ ー (休)、 ゴ マ ノコ ケシノ 

コ、 ショウ ガ ノコ ー (休)、 ト ー ント ー ン トン ガ ラシ ノ 

コ」 と 四拍子の 簡単な 旋律 を 少し ぼやけた 中空な バリ 

トンで 歌い 歩く のがいた。 その 大きな まっかな 張り 抜 

とうがらし しちみ 

きの 唐辛子の 横腹の ふた を あける と 中に 七味 唐辛子の 

倉庫が あつたの である。 この 異風な 物売り は あるいは 

明治 以後の 産物であった かもしれ ない。 

ぎん やま もも 

「お 銀が 作った 大 もも は」 と 呼び 歩く 楊 梅 売りの こと 



北の 山奥から 時々 姿 を 現わして 奇妙な 物 を 売り あり 

く 老人が いた。 少しび つ こで 恐ろしく 背の 高い やせ こ 

まお 

けた 老翁で あつたが、 破れ 手ぬぐいで 頰 かぶり をした 

下から うすぎたない 白髪が はみ出して いたよう である。 

ぼ ろ あらなわ 

着物 は 完全な 檻褸で それに 荒 繩の帯 を 締めてい たよう 

な 気がする。 大きい 炭取り くら い の 大きさの 竹 かご を 

棒切れの 先に 引っかけ たの を 肩に かついで、 跛 を 引 

まるば やな ギ. I やま 

き 歩きながら 「丸 葉 柳 は、 山 ォコゼ は」 と、 少し 舌の 

もつれる ような 低音で 尻下がりの アクセントで 呼び あ 

りくので あった。 舌が もつれる ので 「山 ォコゼ は」 が 

「ャ バオ ゴゼ バ」 とも 聞こえる ような 気がした。 とに 



ではない かとい う 気がする。 国粋 保存の 気運の 向いて 

来たらし い 今の 機会に、 内務省 だか 文部省 だか、 どこ 

か 適当な 政府の 機関で そういう アル キ ー ヴスを 作って 

はどうであろう か。 つ いそんな 空想 も 思い浮かべられ 

るので ある。 

(昭和 十 年 五月、 文学) 
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